
 

 

 

子どもとの距離感 
子どもとの距離感について、意識したことがあ

りますか。普通、そんなこと意識せずに過ごして

いらっしゃると思うのですが、今日はそのことに

ついてお話したいと思います。 

学校では、５年生の学習の中で「メダカ」を教材

として扱う単元があります。だから、５年生を担

任することになると、メダカを手に入れて育て、

観察等していくことになります。 

そのメダカをどのように手に入れるのかと言う

と、ひとつは教材屋さんから買う方法があります。

その他には、学校にビオトープ等があれば、そこ

で捕まえることもありました。 

僕はどちらのメダカも、教材として使ったこと

がありますが、この二種類のメダカ、大きな違い

があるのです。なんだか分かりますか。それは、生

存率です。子どもたちと一緒に世話をしていきま

すが、それが十分できないこともあります。水槽

の環境が悪くなってしまうと、買ったメダカは、

次々と死んでいってしまうのです。それに対して、

ビオトープで獲ったメダカは、ちょっとやそっと

のことでは死にませんでした。同時に同じ環境で

飼育してみても同様でした。 

この違いがどこから来るのか、思い当たること

があります。それは、メダカたちが育ってきた環

境です。売り物として手厚く面倒を見られながら

僕の学級に来たメダカに比べ、ビオトープのメダ

カたちは、自力で餌を捕り、雨が降らなければ、極

端に水が少なくなってしまうような環境で、時に

は敵に襲われながら、育ってきています。売り物

のメダカと自然の中で育ったメダカの一番大きな

違いは、この育った環境だと思うのです。 

 このことは、子育てについて大きな示唆を与え 

てくれていると考えます。それは、親と子どもと 

の距離に関係することです。 

 子どもたちを「メダカ」、ご家庭や親御さんの関 

わりを「環境」としましょう。子どもは、親にとっ 

てかけがえのない大切で守るべき存在です。だか 

らついつい先回りして、子どもを守る方向で動い 

てしまいがちのところはないでしょうか。 

二つの例をあげますね。例えば、修学旅行やキ

ャンプでのエピソードです。お泊まりの準備で、

忘れ物をしたら子どもが困ると、すべて親御さん

がやってしまったケースがありました。この子は、

忘れ物こそなかったものの、急に雨に降られても、

さっと雨具を出すこともできませんでした。旅行

を終えて、お迎えのお家の方に子どもたちを引き 

 

渡すとき、自分の荷物を親御さんに持たせる子ど

もや、持ってあげる親御さんの姿も見かけました。 

また、数年前には、こんなニュースもありまし

た。５０代の父親が、小学生の娘の同級生の顔を

数回殴って土下座させ、逮捕されたという内容で

す。帰宅した娘さんが泣きながら、「傘でなぐられ

た。」と訴えたことが、きっかけだったそうです。 

この二つの例をお読みになって、どんなことを

お感じになったでしょうか。 

僕は、この両方とも、子どもとの「適切な距離」

がとれてない状況だと感じました。ひとつ目は、

子どもがすべきことなのに、距離が近いどころか

自分が肩代わりしてしまっています。親の心配を

解消することが優先されているのに、おそらく「子

どものために」と思うことで、そのことには気づ

けていないとも思います。二つ目の例は、お子さ

んの様子を見て、親が腹をたててしまい、自分の

不快感情を解消するために行動してしまっていま

す。こちらも「子どものために」とご自身の怒りを

収めるための行動だとは、思ってもいないでしょ

う。子どもとの距離が近すぎて、気持ちまでも同

化してしまい、子どもの問題がご自分の問題とな

ってしまっています。 

ここで、考えていただきたいのは、子どもは自
．

分の人格を生きる一人の人間
．．．．．．．．．．．．．

だということです。

親の一部でもなければ、所有物でもありません。

これから待ち受ける様々なことに立ち向かってい

かねばならない存在です。 

そう考えると、その傍らに寄り添う親もまた、

ひとりの人間としてしっかり立たねばならないの

です。どんなに心配でも、どんなに頭にきても、子

どもと同化してしまってはダメです。きちんと人

として、互いの人生を歩むそれぞれの存在として、

そこにいる必要があります。 

親は、その距離感の中で、子どもが問題に向き

合っていくために「何をすべきなのか」「どう支え

られるのか」を全力で考えてほしいと思うのです。

今、目の前で起きているその問題は、子どものも

のだからです。もちろん、親が肩代わりすべき緊

急の事案があることや、成長によってその関わり

が変わっていくということは言うまでもありませ

ん。 

保護者のみなさんに忘れないでほしいのは、僕

らはいつでも、「子どもより大きく、子どもより強

く、子どもより賢く、そして優しい存在」であり

たいということです。 
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